
在感が高まり、地域社会でのロータリーの奉仕力が
更に高まります。
　ロータリーが時代に沿った存在であり続け、会員
の期待に応え続けるには革新と変化を取り入れ、多
様な会員を迎え入れて行く必要が有ります。
＜戦略計画の立案に関して＞
　戦略計画の立案とは「こういうクラブになりたい」
というビジョンを描き、その実現に向けて目標を立
てるプロセスです。
　戦略計画の土台となる、四つの主な優先事項と目
的がRI理事会で承認されています。
　①　より大きなインパクトをもたらす。
　②　参加者の基盤を広げる。
　③　参加者の積極的な関わりを促す。
　④　適応力を高める
　各項目は抽象的な表現で、ちょっと分かり辛いの
ですが、これは地区内、各クラブの置かれた環境が
夫々違うので、それに対応したものを考えなければ
ならない、と理解しております。
　山﨑リーダーからこのような方針が述べられました。

　 2019-20年度 ロータリー財団委員　吉井直樹 会員
　2019-20年度地区研修・協議会において、13：00～
より第4セッション・ロータリー財団委員会が行わ
れた。アドバイザーを佐々木パストガバナー、委員
長には新保パストガバナーを迎え、新しい地区委員
で進行した。
　委員長挨拶の後、次第に乗っ取り順次説明発表さ
れた。また、最後にアドバイザーの講評をいただ
き、定時に終了した。
　今回の財団の研修では、従来通りの内容に加え、
財団や、ロータリーの経験が浅いメンバー向けに
ロータリーの成り立ちから、財団の設立、国際ロー
タリーとロータリー財団の関係まで、わかりやすく
DVDなども使い、説明があった。地区財団委員会と
かくクラブの連携をより密にとって使いやすい財団
であるようにしていきたいとまとめた。

　　2019-20年度 社会奉仕委員長　五十嵐博宣 会員
　こんにちは。次年度社会奉仕委員長を務めさせて
いただきます五十嵐です、よろしくお願いいたしま
す。去る5月11日に地区研修協議会に参加してまい
りました、そのご報告をさせていただきます。
　昨年も青少年奉仕委員長で出席のはずでしたが
当クラブ担当地区協であり会場のお手伝いをしてい
たために参加できず今回がはじめての地区協参加と
なりました。午前中の全体会議を経て午後よりセッ
ションごとに会議をおこない、担当委員長のお話を
伺いました。
次年度社会奉仕委員長猪又氏より活動方針として
1　小さな勇気・小さな心・小さな実践・小さな足
跡、地域社会の各特色をクラブに映し出すこと
に力を注ぎ、長期の計画、持続可能な無理のな
い奉仕、全体レベルでのリーダーシップの継続
性を重視し、無駄の無い活動を続けるよう努力
をお願いします。

2　各クラブの社会奉仕活動の成功実績、構想や情
報を積極的に取り上げ、情報公開して、活力の
参考にしてもらう。

3　各地域団体、職業団体（行政）リーダーと協力体
制の構築。

 　地域奉仕活動として、社会的弱者（高齢者等）の
支援。

4　将来、国の成長に重要な子ども達の教育の支援
　（道徳・論理観の欠如の対策）。それには「地区
補助金（DDF）」の積極的な利用を誘引するた
め、ロータリー財団委員会と連携し円滑に活動
できるよう支援していく。

との方針が示されました。
　この方針に沿いながら次年度活動させていただき
ますので、よろしくお願いいたします。
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ニコニコBOX
相場弘介さん、　五十嵐晋三さん、五十嵐博宣さん、
石黒良行さん、　石橋育於さん、　伊藤寛一さん、
衛藤泰男さん、　荻根澤隆雄さん、小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　歸山　肇さん、　金子俊郎さん、
樺山　仁さん、　熊倉昌平さん、　小出子恵出さん、
小林敬典さん、　小林吾郎さん、　小林卓哉さん、
斎藤弘文さん、　佐野勝榮さん、　杉山幸英さん、
関川　博さん、　高橋　司さん、　中沢真幸さん、
中村和彦さん、　西山徳芳さん、　野崎喜一郎さん、
野水靖之さん、　船越良則さん、　松永一義さん、
丸山行彦さん、　柳取崇之さん、　山田富義さん、
若槻八十彦さん、渡辺勝利さん、　渡辺良一さん
　「会長幹事慰労会」を迎えて

　　　　　　　　　　　6月26日分　￥      36,000
　　　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,802,000

　クラブフォーラム御苦労様です。
　そこで、この高潔性と高い倫理感を実践するため
に生みだされたのが、「四つのテスト」と「ロータ
リアンの行動規範」職場や生活のあらゆる場面で倫
理的行動を実践するための指針。
　天職を通じてserves（職場奉仕）、相手のことを考
え、皆の為になるように、そういう職業活動をす
る。それがビジネスの繁栄につながるという考え。
　職業奉仕：Vocational　Service の理解を更に深
め、実践していけば、より良い社会となり素晴らし
い世の中につながっていく。
　「職業奉仕」啓発ツールを作成し、地区大会時に
配布する予定。

　　2019-20年度 青少年奉仕委員長　船越良則 会員
＜第3セッション　青少年奉仕、　青少年交換につ
いて＞
　最初にアドバイザーの鈴木パストガバナーよりご
挨拶をいただきました。
　ローターアクトクラブの方たちは将来ロータリア
ンになっていただきたい人材であるので、ローター
アクトからいかに各クラブへ会員として入会してい
ただくかを考えることが大切であるという事を言わ
れていました。また、各クラブがローターアクトク
ラブ、インターアクトクラブに関心が少ないことを
嘆いておられました。
　続きまして、石倉悟地区青少年奉仕委員長よりご
挨拶と佐渡、分水、高田、3クラブの青少年奉仕活
動事例の発表をしていただきました。
　その後インターアクト委員長からインターアクト
クラブとは何か、来年度の活動について。
　ローターアクト委員長からは次年度のローターア
クトの活動について、ライラ委員長の報告と各委員
長の説明を聞かせていただきました。ライラ研修は
10月18日から20日まで3日間行われます。是非委員
だけでなく多くの参加をお願いしたいということで
した。
＜参加しての感想＞
　私自身青少年奉仕、ローターアクトクラブ活動な
ど今まで委員でなかったこともあり、本当に勉強不
足だという事を実感いたしました。そのため青少年
奉仕について本当に勉強になる事ばかりでした。
　地区としては青少年奉仕、ローターアクトクラブ
の活動を積極的に行いその活動が将来ロータリアン

になるきっかけになり会員増強につなげたいと考え
ているようです。
　当クラブといたしましたもアクトクラブがありま
すので、この活動を30歳までの活動とくぎらず、ア
クトを経験した方が当クラブに入会していただくよ
うな活動を考えていかなければいけないのかと思い
まいした。

　2019-20年度 米山記念奨学委員長　相場弘介 会員
　米山記念奨学会は日本のロータリーの創始者、米
山梅吉氏の偉業を記念し、1952年、東京ロータリー
クラブから発表された「米山基金」構想に端を発
し、1967年に文部省（当時）を主務官庁とする（財）
ロータリー米山記念奨学会として設立されました。
そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないために国
際親善と世界平和に寄与したい、平和日本を世界に
理解させるべく、一人でり、地域社会とのより広く
深い繋がりが出来るだけでなく、より多様な会員に
魅力を感じて貰い、積極的いく。
との方針が示されました。

この方針に沿いながら次年度活動させていただきま
すので、よろしくお願いいたします。
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 ・山田富義さん
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 ・関川　博さん、　滝沢　亮さん、
 ・中條克俊さん、　船越良則さん、
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 ・若槻八十彦さん
［6.24］三条南RCへ
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【先週のメークアップ】

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：58名中38名
■先々週出席率：78.95％

　　



在感が高まり、地域社会でのロータリーの奉仕力が
更に高まります。
　ロータリーが時代に沿った存在であり続け、会員
の期待に応え続けるには革新と変化を取り入れ、多
様な会員を迎え入れて行く必要が有ります。
＜戦略計画の立案に関して＞
　戦略計画の立案とは「こういうクラブになりたい」
というビジョンを描き、その実現に向けて目標を立
てるプロセスです。
　戦略計画の土台となる、四つの主な優先事項と目
的がRI理事会で承認されています。
　①　より大きなインパクトをもたらす。
　②　参加者の基盤を広げる。
　③　参加者の積極的な関わりを促す。
　④　適応力を高める
　各項目は抽象的な表現で、ちょっと分かり辛いの
ですが、これは地区内、各クラブの置かれた環境が
夫々違うので、それに対応したものを考えなければ
ならない、と理解しております。
　山﨑リーダーからこのような方針が述べられました。

　 2019-20年度 ロータリー財団委員　吉井直樹 会員
　2019-20年度地区研修・協議会において、13：00～
より第4セッション・ロータリー財団委員会が行わ
れた。アドバイザーを佐々木パストガバナー、委員
長には新保パストガバナーを迎え、新しい地区委員
で進行した。
　委員長挨拶の後、次第に乗っ取り順次説明発表さ
れた。また、最後にアドバイザーの講評をいただ
き、定時に終了した。
　今回の財団の研修では、従来通りの内容に加え、
財団や、ロータリーの経験が浅いメンバー向けに
ロータリーの成り立ちから、財団の設立、国際ロー
タリーとロータリー財団の関係まで、わかりやすく
DVDなども使い、説明があった。地区財団委員会と
かくクラブの連携をより密にとって使いやすい財団
であるようにしていきたいとまとめた。

　　2019-20年度 社会奉仕委員長　五十嵐博宣 会員
　こんにちは。次年度社会奉仕委員長を務めさせて
いただきます五十嵐です、よろしくお願いいたしま
す。去る5月11日に地区研修協議会に参加してまい
りました、そのご報告をさせていただきます。
　昨年も青少年奉仕委員長で出席のはずでしたが
当クラブ担当地区協であり会場のお手伝いをしてい
たために参加できず今回がはじめての地区協参加と
なりました。午前中の全体会議を経て午後よりセッ
ションごとに会議をおこない、担当委員長のお話を
伺いました。
次年度社会奉仕委員長猪又氏より活動方針として
1　小さな勇気・小さな心・小さな実践・小さな足
跡、地域社会の各特色をクラブに映し出すこと
に力を注ぎ、長期の計画、持続可能な無理のな
い奉仕、全体レベルでのリーダーシップの継続
性を重視し、無駄の無い活動を続けるよう努力
をお願いします。

2　各クラブの社会奉仕活動の成功実績、構想や情
報を積極的に取り上げ、情報公開して、活力の
参考にしてもらう。

3　各地域団体、職業団体（行政）リーダーと協力体
制の構築。

 　地域奉仕活動として、社会的弱者（高齢者等）の
支援。

4　将来、国の成長に重要な子ども達の教育の支援
　（道徳・論理観の欠如の対策）。それには「地区
補助金（DDF）」の積極的な利用を誘引するた
め、ロータリー財団委員会と連携し円滑に活動
できるよう支援していく。

との方針が示されました。
　この方針に沿いながら次年度活動させていただき
ますので、よろしくお願いいたします。

ニコニコBOX
相場弘介さん、　五十嵐晋三さん、五十嵐博宣さん、
石黒良行さん、　石橋育於さん、　伊藤寛一さん、
衛藤泰男さん、　荻根澤隆雄さん、小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　歸山　肇さん、　金子俊郎さん、
樺山　仁さん、　熊倉昌平さん、　小出子恵出さん、
小林敬典さん、　小林吾郎さん、　小林卓哉さん、
斎藤弘文さん、　佐野勝榮さん、　杉山幸英さん、
関川　博さん、　高橋　司さん、　中沢真幸さん、
中村和彦さん、　西山徳芳さん、　野崎喜一郎さん、
野水靖之さん、　船越良則さん、　松永一義さん、
丸山行彦さん、　柳取崇之さん、　山田富義さん、
若槻八十彦さん、渡辺勝利さん、　渡辺良一さん
　「会長幹事慰労会」を迎えて

　　　　　　　　　　　6月26日分　￥      36,000
　　　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,802,000

　クラブフォーラム御苦労様です。
　そこで、この高潔性と高い倫理感を実践するため
に生みだされたのが、「四つのテスト」と「ロータ
リアンの行動規範」職場や生活のあらゆる場面で倫
理的行動を実践するための指針。
　天職を通じてserves（職場奉仕）、相手のことを考
え、皆の為になるように、そういう職業活動をす
る。それがビジネスの繁栄につながるという考え。
　職業奉仕：Vocational　Service の理解を更に深
め、実践していけば、より良い社会となり素晴らし
い世の中につながっていく。
　「職業奉仕」啓発ツールを作成し、地区大会時に
配布する予定。

　　2019-20年度 青少年奉仕委員長　船越良則 会員
＜第3セッション　青少年奉仕、　青少年交換につ
いて＞
　最初にアドバイザーの鈴木パストガバナーよりご
挨拶をいただきました。
　ローターアクトクラブの方たちは将来ロータリア
ンになっていただきたい人材であるので、ローター
アクトからいかに各クラブへ会員として入会してい
ただくかを考えることが大切であるという事を言わ
れていました。また、各クラブがローターアクトク
ラブ、インターアクトクラブに関心が少ないことを
嘆いておられました。
　続きまして、石倉悟地区青少年奉仕委員長よりご
挨拶と佐渡、分水、高田、3クラブの青少年奉仕活
動事例の発表をしていただきました。
　その後インターアクト委員長からインターアクト
クラブとは何か、来年度の活動について。
　ローターアクト委員長からは次年度のローターア
クトの活動について、ライラ委員長の報告と各委員
長の説明を聞かせていただきました。ライラ研修は
10月18日から20日まで3日間行われます。是非委員
だけでなく多くの参加をお願いしたいということで
した。
＜参加しての感想＞
　私自身青少年奉仕、ローターアクトクラブ活動な
ど今まで委員でなかったこともあり、本当に勉強不
足だという事を実感いたしました。そのため青少年
奉仕について本当に勉強になる事ばかりでした。
　地区としては青少年奉仕、ローターアクトクラブ
の活動を積極的に行いその活動が将来ロータリアン

になるきっかけになり会員増強につなげたいと考え
ているようです。
　当クラブといたしましたもアクトクラブがありま
すので、この活動を30歳までの活動とくぎらず、ア
クトを経験した方が当クラブに入会していただくよ
うな活動を考えていかなければいけないのかと思い
まいした。

　2019-20年度 米山記念奨学委員長　相場弘介 会員
　米山記念奨学会は日本のロータリーの創始者、米
山梅吉氏の偉業を記念し、1952年、東京ロータリー
クラブから発表された「米山基金」構想に端を発
し、1967年に文部省（当時）を主務官庁とする（財）
ロータリー米山記念奨学会として設立されました。
そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないために国
際親善と世界平和に寄与したい、平和日本を世界に
理解させるべく、一人でり、地域社会とのより広く
深い繋がりが出来るだけでなく、より多様な会員に
魅力を感じて貰い、積極的いく。
との方針が示されました。

この方針に沿いながら次年度活動させていただきま
すので、よろしくお願いいたします。

2



3
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というビジョンを描き、その実現に向けて目標を立
てるプロセスです。
　戦略計画の土台となる、四つの主な優先事項と目
的がRI理事会で承認されています。
　①　より大きなインパクトをもたらす。
　②　参加者の基盤を広げる。
　③　参加者の積極的な関わりを促す。
　④　適応力を高める
　各項目は抽象的な表現で、ちょっと分かり辛いの
ですが、これは地区内、各クラブの置かれた環境が
夫々違うので、それに対応したものを考えなければ
ならない、と理解しております。
　山﨑リーダーからこのような方針が述べられました。

　 2019-20年度 ロータリー財団委員　吉井直樹 会員
　2019-20年度地区研修・協議会において、13：00～
より第4セッション・ロータリー財団委員会が行わ
れた。アドバイザーを佐々木パストガバナー、委員
長には新保パストガバナーを迎え、新しい地区委員
で進行した。
　委員長挨拶の後、次第に乗っ取り順次説明発表さ
れた。また、最後にアドバイザーの講評をいただ
き、定時に終了した。
　今回の財団の研修では、従来通りの内容に加え、
財団や、ロータリーの経験が浅いメンバー向けに
ロータリーの成り立ちから、財団の設立、国際ロー
タリーとロータリー財団の関係まで、わかりやすく
DVDなども使い、説明があった。地区財団委員会と
かくクラブの連携をより密にとって使いやすい財団
であるようにしていきたいとまとめた。

　　2019-20年度 社会奉仕委員長　五十嵐博宣 会員
　こんにちは。次年度社会奉仕委員長を務めさせて
いただきます五十嵐です、よろしくお願いいたしま
す。去る5月11日に地区研修協議会に参加してまい
りました、そのご報告をさせていただきます。
　昨年も青少年奉仕委員長で出席のはずでしたが
当クラブ担当地区協であり会場のお手伝いをしてい
たために参加できず今回がはじめての地区協参加と
なりました。午前中の全体会議を経て午後よりセッ
ションごとに会議をおこない、担当委員長のお話を
伺いました。
次年度社会奉仕委員長猪又氏より活動方針として
1　小さな勇気・小さな心・小さな実践・小さな足
跡、地域社会の各特色をクラブに映し出すこと
に力を注ぎ、長期の計画、持続可能な無理のな
い奉仕、全体レベルでのリーダーシップの継続
性を重視し、無駄の無い活動を続けるよう努力
をお願いします。

2　各クラブの社会奉仕活動の成功実績、構想や情
報を積極的に取り上げ、情報公開して、活力の
参考にしてもらう。

3　各地域団体、職業団体（行政）リーダーと協力体
制の構築。

 　地域奉仕活動として、社会的弱者（高齢者等）の
支援。

4　将来、国の成長に重要な子ども達の教育の支援
　（道徳・論理観の欠如の対策）。それには「地区
補助金（DDF）」の積極的な利用を誘引するた
め、ロータリー財団委員会と連携し円滑に活動
できるよう支援していく。

との方針が示されました。
　この方針に沿いながら次年度活動させていただき
ますので、よろしくお願いいたします。

ニコニコBOX
相場弘介さん、　五十嵐晋三さん、五十嵐博宣さん、
石黒良行さん、　石橋育於さん、　伊藤寛一さん、
衛藤泰男さん、　荻根澤隆雄さん、小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　歸山　肇さん、　金子俊郎さん、
樺山　仁さん、　熊倉昌平さん、　小出子恵出さん、
小林敬典さん、　小林吾郎さん、　小林卓哉さん、
斎藤弘文さん、　佐野勝榮さん、　杉山幸英さん、
関川　博さん、　高橋　司さん、　中沢真幸さん、
中村和彦さん、　西山徳芳さん、　野崎喜一郎さん、
野水靖之さん、　船越良則さん、　松永一義さん、
丸山行彦さん、　柳取崇之さん、　山田富義さん、
若槻八十彦さん、渡辺勝利さん、　渡辺良一さん
　「会長幹事慰労会」を迎えて

　　　　　　　　　　　6月26日分　￥      36,000
　　　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥ 1,802,000

　クラブフォーラム御苦労様です。
　そこで、この高潔性と高い倫理感を実践するため
に生みだされたのが、「四つのテスト」と「ロータ
リアンの行動規範」職場や生活のあらゆる場面で倫
理的行動を実践するための指針。
　天職を通じてserves（職場奉仕）、相手のことを考
え、皆の為になるように、そういう職業活動をす
る。それがビジネスの繁栄につながるという考え。
　職業奉仕：Vocational　Service の理解を更に深
め、実践していけば、より良い社会となり素晴らし
い世の中につながっていく。
　「職業奉仕」啓発ツールを作成し、地区大会時に
配布する予定。

　　2019-20年度 青少年奉仕委員長　船越良則 会員
＜第3セッション　青少年奉仕、　青少年交換につ
いて＞
　最初にアドバイザーの鈴木パストガバナーよりご
挨拶をいただきました。
　ローターアクトクラブの方たちは将来ロータリア
ンになっていただきたい人材であるので、ローター
アクトからいかに各クラブへ会員として入会してい
ただくかを考えることが大切であるという事を言わ
れていました。また、各クラブがローターアクトク
ラブ、インターアクトクラブに関心が少ないことを
嘆いておられました。
　続きまして、石倉悟地区青少年奉仕委員長よりご
挨拶と佐渡、分水、高田、3クラブの青少年奉仕活
動事例の発表をしていただきました。
　その後インターアクト委員長からインターアクト
クラブとは何か、来年度の活動について。
　ローターアクト委員長からは次年度のローターア
クトの活動について、ライラ委員長の報告と各委員
長の説明を聞かせていただきました。ライラ研修は
10月18日から20日まで3日間行われます。是非委員
だけでなく多くの参加をお願いしたいということで
した。
＜参加しての感想＞
　私自身青少年奉仕、ローターアクトクラブ活動な
ど今まで委員でなかったこともあり、本当に勉強不
足だという事を実感いたしました。そのため青少年
奉仕について本当に勉強になる事ばかりでした。
　地区としては青少年奉仕、ローターアクトクラブ
の活動を積極的に行いその活動が将来ロータリアン

になるきっかけになり会員増強につなげたいと考え
ているようです。
　当クラブといたしましたもアクトクラブがありま
すので、この活動を30歳までの活動とくぎらず、ア
クトを経験した方が当クラブに入会していただくよ
うな活動を考えていかなければいけないのかと思い
まいした。

　2019-20年度 米山記念奨学委員長　相場弘介 会員
　米山記念奨学会は日本のロータリーの創始者、米
山梅吉氏の偉業を記念し、1952年、東京ロータリー
クラブから発表された「米山基金」構想に端を発
し、1967年に文部省（当時）を主務官庁とする（財）
ロータリー米山記念奨学会として設立されました。
そこには二度と戦争の悲劇を繰り返さないために国
際親善と世界平和に寄与したい、平和日本を世界に
理解させるべく、一人でり、地域社会とのより広く
深い繋がりが出来るだけでなく、より多様な会員に
魅力を感じて貰い、積極的いく。
との方針が示されました。

この方針に沿いながら次年度活動させていただきま
すので、よろしくお願いいたします。
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　　次々週例会　 7月 1 7日　 　クラブ休会

　　次 週 例 会　 7月 1 0日　 　「大谷光夫ガバナー公式訪問」
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　委員長挨拶の後、次第に乗っ取り順次説明発表さ
れた。また、最後にアドバイザーの講評をいただ
き、定時に終了した。
　今回の財団の研修では、従来通りの内容に加え、
財団や、ロータリーの経験が浅いメンバー向けに
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いただきます五十嵐です、よろしくお願いいたしま
す。去る5月11日に地区研修協議会に参加してまい
りました、そのご報告をさせていただきます。
　昨年も青少年奉仕委員長で出席のはずでしたが
当クラブ担当地区協であり会場のお手伝いをしてい
たために参加できず今回がはじめての地区協参加と
なりました。午前中の全体会議を経て午後よりセッ
ションごとに会議をおこない、担当委員長のお話を
伺いました。
次年度社会奉仕委員長猪又氏より活動方針として
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跡、地域社会の各特色をクラブに映し出すこと
に力を注ぎ、長期の計画、持続可能な無理のな
い奉仕、全体レベルでのリーダーシップの継続
性を重視し、無駄の無い活動を続けるよう努力
をお願いします。

2　各クラブの社会奉仕活動の成功実績、構想や情
報を積極的に取り上げ、情報公開して、活力の
参考にしてもらう。

3　各地域団体、職業団体（行政）リーダーと協力体
制の構築。

 　地域奉仕活動として、社会的弱者（高齢者等）の
支援。

4　将来、国の成長に重要な子ども達の教育の支援
　（道徳・論理観の欠如の対策）。それには「地区
補助金（DDF）」の積極的な利用を誘引するた
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元日

7月のお祝い
◎会員誕生祝
　16日　近藤雄介さん
　24日　小林卓哉さん
　26日　阿部吉弘さん

◎夫人誕生祝
　 2日　西山厚子さん　（徳芳さん）
　21日　木村二三子さん（文夫さん）
　23日　金子裕子さん　（俊郎さん）
　26日　滝沢佳代さん　（亮さん）

◎結婚記念祝
　18日　番場太吉さん （愛さん）

◎100％出席賞
　36年　加藤紋次郎さん
　16年　樺山　仁さん
　11年　西山徳芳さん
　 4 年　柳取崇之さん

子育て拠点施設 あそぼって 「遊具の贈呈式」「遊具の贈呈式」
6月22日（土）午前10時より、松永年度の社会奉仕事業の一環として、子育て拠点施設「あそぼって」に
遊具の寄贈を行いました。贈呈式当日は11名の方々よりご参加頂きました。ご参加頂いた会員の皆様、
ご協力ありがとうございました。

（出席者は週報メークアップの欄に掲載しております。）
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　天職を通じてserves（職場奉仕）、相手のことを考
え、皆の為になるように、そういう職業活動をす
る。それがビジネスの繁栄につながるという考え。
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め、実践していけば、より良い社会となり素晴らし
い世の中につながっていく。
　「職業奉仕」啓発ツールを作成し、地区大会時に
配布する予定。

　　2019-20年度 青少年奉仕委員長　船越良則 会員
＜第3セッション　青少年奉仕、　青少年交換につ
いて＞
　最初にアドバイザーの鈴木パストガバナーよりご
挨拶をいただきました。
　ローターアクトクラブの方たちは将来ロータリア
ンになっていただきたい人材であるので、ローター
アクトからいかに各クラブへ会員として入会してい
ただくかを考えることが大切であるという事を言わ
れていました。また、各クラブがローターアクトク
ラブ、インターアクトクラブに関心が少ないことを
嘆いておられました。
　続きまして、石倉悟地区青少年奉仕委員長よりご
挨拶と佐渡、分水、高田、3クラブの青少年奉仕活
動事例の発表をしていただきました。
　その後インターアクト委員長からインターアクト
クラブとは何か、来年度の活動について。
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長の説明を聞かせていただきました。ライラ研修は
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だけでなく多くの参加をお願いしたいということで
した。
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ど今まで委員でなかったこともあり、本当に勉強不
足だという事を実感いたしました。そのため青少年
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クトを経験した方が当クラブに入会していただくよ
うな活動を考えていかなければいけないのかと思い
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ロータリー米山記念奨学会として設立されました。
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